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Ⅰ　緒 言

1907年, Harrison1)が 生体外に於 て,組 織

の培養が出来 ることを報告 して以来,組 織培

養の様式及び培養基 については,幾 多の研究

が行 はれ,又,そ の応用方面 も広 い分野をも

つに至つた.而 して,1938年 にはRies2)が,

各種動物臓器,並 びにその組織細胞の電位を

測定 したが,彼 は固形培地に於て,又 は試薬

を用ひて,電 位並びにpHを 測定 して居 る.

又,関 は,試 薬を用ひて組織の酸化還元電位

を測定 して居 る.3,4)

組織細胞は一時的 には,生 理的食塩水 中に

於 て も生存す るこ とが 出来 るが, Ringer, 

Lock, Tyrode液 等の中に於 ては発育す ること

も可能であ る.5)そ こで余等 は, Tyrode液 を

使用 し,尚,之 に発育促進物質を添加 した場合

の動物臓器組織の呼吸,或 は発 育時に於け る

電位測定を行つた.勿 論,組 織培養液に添加

す る物質の種類に従つて,異 る電位を示すで

あ ら うことは 当然予測出来 る.今 回はTyrode

液,及 び,之 にGlucose,血 清,鶏 胎 児抽出

液を添加 した ものに,海 〓の肝臓及 び腎臓を

培養 した場合の電位を測定 した成績 を述べ る.

Ⅱ　實驗林料及び實験方法

実験材料は,海 〓 の肝臓並びに腎臓を,培

養液は, pH 7.6のTyrode液 を使用 した.

実験装置は,著 者発表の “電位測定による

抗菌性物質の検定法 ”第 Ⅰ編(第1図)と 同

様の装置にて測定 した.

実験方法は,先 づ,海 〓 の肝臓並びに腎臓

を無菌 的 に 取 り出 し,滅 菌せ るRinger液

(pH 7.6)に て 冷 却 しなが らよ く洗ひ,こ れ

を 尖 刃 に て 薄 い(厚 さ0.5mm.～1mm)切

片 とし,こ れを 又,よ くRinger液 に て洗 ひ,

 30c.c.のTyrode液 内 に投 入 し測 定 す る.測

定 時 間は,30分 毎 に 測 定 した.組 織 の1c.c.

中 の重量 は,測 定 後,組 織 を濾 紙 上 に 置 き,

130℃, 30分 に て乾燥,秤 量 し,1c.c.中 の重

量 を 換算 す る.

Ⅲ　 實 驗 成 績

1.　 Tyrode液 内に於 け る海 〓 の肝臓並び

に腎臓の時間電位変化

前述の方法にて,海 〓 の肝臓 並びに腎臓の

電 位を測定 した ところ,第1図 の如 く,肝 臓
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(Ⅰ)は 起 始電 位(+)397m.v.よ り急 速 に

下 降 し,2時 間(+)185m.v.を 示 し,後 除

々 に下 降,6時 間(+)150m.v.な るも,急

に上 昇,7時 間(+)172m.v.を 示 した.こ

れ は,前 述 の方 法 にて1c.c.中 の肝 臓 の重 量

を 測定 した ところ,1c.c.中34.1mg.で あ る.

肝臓(Ⅱ), (Ⅲ)に 於て も同様1c.c.

中の肝臓 の重量に よ り電位 曲線が次

第 に下降 して居 る.こ れは腎臓に於

て も又同様の成績結果を得た.尚,

実験を繰返 して見た ところ,3時 間

あた りよ り電 位が略々 安定 して来 る

ことを知つたので,3時 間後の平均

値 を求め,第2図 の 如 く,横 軸 に

1c.c.中の臓器の重量を,縦 軸に電位

を取 り,そ の図表上 に先の値を求め

ると,大 体第2図 の如 き曲線が得 ら

れ る.肝 臓 は1c.c.中50mg.ま で

を求め,腎 臓は24mg.ま で を 求 め

た.こ の図 よりして,肝 臓 と腎臓の

同重量 に於け る電位を比較 して見 る

と, 28m.v.海 〓に 於て は 肝 臓よ り

腎臓の電位が高い ことを示 した.

第1図　 Tyrode液 内に於け る海〓 の肝臓

並びに腎臓の電位-時 間-曲 線

第2図　 海〓の肝臓並びに腎臓 の1c.c.中 の

組織乾燥重量に よる平均電位の比較

第3図　 Glucose添 加Tyrobe液 内に於け る海〓
の肝臓並びに腎臓の電位-時 間-曲 線

2.　 Glucose添 加Tyrode液 内 に於

け る海〓 の 肝臓 並 び に腎 臓の

時 間電 位 変化

第3図 に示 す 如 く,肝 臓 に対 し3

%のGlucoseを 添 加 した ものは,起

始電 位(+)405m.v.よ り急 速 に下

降 し,1時 間 半(+)118m.v.を 示

し,後 除々 に下 降,3時 間半 少 し上

昇 して5時 間(+)110m.v.を 示 し

た. 1c.c.中 の組 織 重量 は45mg.で

あ る.又, 2% Glucoseを 添 加 した

ものは,起 始電 位(+)408m.v.よ

り急 速 に下 降,1時 間(+)100m.v.

を示 し,後 除々 に 下 降 し, 3%添 加

の電 位-時 間-曲 線 と同様 に, 3時

間 半少 し上 昇 し, 5時 間(+)85m.v.

を 示す.而 し, 3% Glucose添 加 の

場 合 よ り低 い電 位 を示 すの は, 1c.c.

中の組 織 の 量 が 多 い た め と考 へ られ る.

これは,電 位測定後に於 て,組 織の重量を秤

量す るためであ る.こ のた め,3時 間後の電

位の平均値を求めて,前 述の第2図 に示す曲

線 に,そ の1c.c.中 の重量に対する電位の平

均値をあてはめて見 ると,第1表 に示す如 く,
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Glucose添 加 せ ざ る場 合 の電 位 と,添 加 せ ざ

る場合 の電 位 を比 較 して見 る こ とが 出来 る.

即 ち, 3%添 加 した場合 は 表 に 示 す 如 く,

 37m.v.添 加 せ ざ る もの よ り低 い電 位 を示 す. 

2%, 1%, 0.5%のGlucoseを 添加 した も

の も同様 で あ る.而 し,腎 臓 に於 ては,第3

図及 び第1表 よ り見 て, 3%, 2% Glucose

を添 加 した ものは,添 加 せ ざ る場 合 の電 位 よ

り高 い電 位 曲線 を 示 すが, 1%, 0.5%添 加

した もの は,添 加 せ ざ る場 合 の電 位 よ り低 い

電 位 曲線 を示 す.

第1表　 Glucose添 加せ る場合 と添加せざる場合 との比較

3.　 家兎血清添加Tyrode液 内に於 け る海

〓 の肝臓並びに腎臓の時 間電位変化

第4図 　家兎血清添加Tyrode液 内に於け る海〓
の肝臓並びに腎臓の電位-時 間-曲 線

第4図 に 示す 如 く,肝 臓 に対 し30%の 血 清

を添 加 した場 合 は,起 始 電 位(+) 398m.v.

よ り急速 に下 降 し, 1時 間 半(+) 127m.v.

を示 し,後 一時 少 し上 昇,又,後 除 々に下 降

し, 5時 間(+) 130m.v.を 示 す.又, 10%

血 清 添加 の場 合 は,起 始 電 位(+) 400m.v.

よ り急 速 に下 降 し, 2時 間(+) 85m.v.を 示

すが,後 除 々に上 昇 し, 5時 間(+) 110m.v.

を 示 し, 30%添 加 の場合 の電 位 よ り低 い電 位

を示 す.而 し, 1c.c.中 の 組織 の重 量 は30%, 

33.8mg. 10%, 47.5mg.で あ るた め10%添

加 の場合 の電 位 の方 が低 い.而 し,前 者 と同

様 に して電 位 を比 較 して見 る と,第2表 に示

す如 く, 30%添 加 の ものは50m.v., 

10%添 加 の ものは25m.v.,血 清添 加

せ ざ る場 合 の電 位 よ り低 い こ とを示

して居 る.又,腎 臓 に於 て も肝臓 と

同様 の成績 が 見 られ る.

4.　 鶏胎児抽出液添加Tyrode液

内に於け る海〓 の肝臓並びに

腎臓の時 間電位変化

第2表　 家兎血清添加せる場合と添加せざる場合との比較

鶏胎児抽出液は,孵 化鶏卵を細菌

培養恒 温 器(37.5℃)の 内に入れ, 

10日 経過 した鶏卵 よ り,無 菌的に鶏

胎児を取 り出 し,冷 却 せ る無 菌 的

Ringer液(pH 7.6)内 にて良 く洗
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ひ,Homogenizer(2分 間)に て 冷却 しな が

ら破 壊 し,遠 心 沈 澱(2,500回 転,15分 間)

に て細 胞 を沈 澱 させ,上 清,即 ち抽 出 液 を取

り,魔 法壜 の 内 に保 存す る.6)

第5図　 Tyrode液 に鶏胎児乳剤を添加

した場合の電位-時 間-曲 線

第6図　 鶏胎児抽出液添加Tyrode液 内に於け る

海〓 の肝臓並びに腎臓の電位-時 間-曲 線

第5図 はTyrode液(30c.c.)内 に,恒 温器

に入 れ て10日 経 過 した 鶏卵 の鶏 胎児 乳 剤 を添

加 した電位-時 間-曲 線を示す.乳

剤 にしてTyrode液 に添加す るまで

の時 間は1時 間,操 作は総べ て氷上

にて冷却 しなが ら行つた.こ の図に

示す如 く,乳 剤の添加濃度に より,

電位は下 降す ることを示 した。

第6図 は,鶏 胎 児 抽 出液 を添 加 し

て海〓 の肝 臓,腎 臓 の電 位-時 間-

曲線 を 示 した もの で あ る.肝 臓 に於

てに,20%抽 出液 を添加 した場 合,

起始 電 位(+)406m.v.よ り急 速 に

下 降 し,1時 間(+)35m.v.を 示 し,

後 徐々 に上 昇 して,5時 間(+)67m.v.

を示 す.10%添 加 の場合 は,起 始電

位(+)411m.v.よ り急 速 に下 降,

後 徐 徐 に下 降 して,2時 間半(+)

30m.v.を 示 し,後 徐徐 に上 昇,5時

間で(+)58m.v.を 示 し,20%添

加 の もの よ り低 い電 位 を 示す.而 し,

前者 と同様 に して電 位 を 比較 して見

る と,第3表 に 示す 如 く,20%添 加

の場 合 は87m.v.,10%添 加 の 場 合

は78m.v.,抽 出液 添 加せ ざ る場合 の

電 位 よ り低 い電 位 を 示す.5%, 1

%, 0.5%, 0.1%添 加 した場 合 も同

様 で あ り,又,腎 臓に 於 て も20%, 

10%, 5%, 1%共 に同様 の成績 を

示 した.

第3表　 鶏胎児抽出液添加せる場合と添加せざる場合との比較
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Ⅳ　總括及び結論

以 上 の実 験 成 績 よ り,海 〓 の肝 臓 は腎 臓 よ

り活動 力が 盛 ん と考へ られ る.こ れ は第1, 

2図 よ り見 て,1c.c.中 の 組 織 重 量 が 同 様 の

場合 の電 位 は,肝 臓 の 方が 腎 臓 の 電 位 よ り

28m.v.低 い.こ の成 績か ら見 て,臓 器 別 の

電 位を 比 較 して見 る こ とが 出来 る と考 へ られ

る.而 して, Tyrode液 内 に 於 て は,あ る程

度,組 織細 胞 は 成長 す る こ とが 出来 る と考 へ

られ てい るが,こ の場合 の増 殖 は,細 胞 自己

の栄 養 分 を使 用 して行 は れ る細 胞 の残 生 と考

へ られ て居 る.6)而 し, Tyrode液 内に,組 織

発 育促 進物 質 を 添加 した場 合 に於 ては,本 来

の増 殖 が 見 られ る.本 実 験 に 於 て, Tyrode

液 にGlucoseを 添加 した場 合 は,肝 臓 は 組織

細 胞 の代 謝 が 旺 盛 とな り, Tyrode液 の場 合

に比 し,よ り電 位が 下 降す る.而 し,腎 臓 に

於 ては,高 張 なGlucoseの 場合 は,電 位 が 添

加 せ ざ る 場合 の 電 位 よ り上昇 す る.即 ち,

 Glucose 3%, 2%に 於 ては,添 加せ ざ る場

合 の電 位 よ り高 く,又,1%, 0.5%の 場合 は,

低 い電 位 を示 す.次 に第4図,第2表 に 示す

如 く,血 清を添加 した場合は,肝 臓並びに腎

臓の組織共に代謝が盛んにな り,血 清を添加

しない場合に比 し電位は より低下す る.又,

鶏胎児抽出液 を添加 した場合は,第6図 及び

第3表 の如 く,添 加せざる場合 の電位 より低

い電位を示 し,而 も,血 清添加 の場合 より更

に低 い電位を示した.即 ち,鶏 胎児抽出液は,

組織培養 に対 し組織の発育促進物質 として,

極めて有効な ものであることが窺はれ る

結 論

1)　 酸 化 還 元時 間電 位 測定 に よ り,動 物組

織 の機 能 を検 す る ことが 出来 るこ とを知 つた.

2)　 海〓 の肝 臓 の電 位 は,腎 臓 の電 位 よ り

28m.v.低 い .

3)　 Glucose,血 清,鶏 胎 児 抽 出 液 は,海

〓 の肝 臓並 び に腎 臓 の電 位 を下 降せ しめ る.

而 して,電 位 下 降効果 は, Glucose<血 清<鶏

胎 児抽 出液 の順 で あ る.但 し, Glucoseは,

高濃 度 にては 腎臓 組 織 の電 位 を反 つ て上昇 せ

しめ る.

(本論文の要旨は1954年4月,第27回 日本細菌

学会総会に於て演述した)
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